




















うなことでも自由に語ってもらった。1 名につき、約 60 分間の面接を行い、対象者の同意












いて検討した結果を報告する。2016 年 3 月に卒業し、Ａ病院に就職した新人看護師３名の
「臨床において楽しいこと」について語ってもらった結果、８のカテゴリーを抽出した。
新人看護師は臨床において楽しいこととして感じている中で、【できることが増えてきた
喜び】を体験していた。新人看護師は就職後できなかったこと・わからないことがたくさ
んあるが、検査前後の看護が見れるなど【こなせるようになってきた自分】に感じ始めた
り、【患者のことをちゃんと考えられる】自分を認識していた。さらに【責任をもって仕
事をやれるようになった】と自覚していた。また、【先輩はみんな優しい】という認識を
持っている。先輩たちは自分を【褒めてくれる】体験をしていた。また、【先輩が仕事を
教えてくれる】ことは楽しさにつながり、【意地悪されることがない】ことは、臨床が楽
しいという結果につながっていた。  
【考察】新人看護師は、大学教育から臨床に適応する中で、環境が大きく変化し、同級生
ばかりでなく先輩方の指導の下成長していく。そのような状況の中で、「臨床が楽しい」と
感じる要因の大きな影響を及ぼしているものは先輩との人間関係であり、自分自身の仕事
を実践できるようになったという実感であることが分かった。  
